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Synopsis

  This experiment was conducted on paddy field of the Agricultural Experiment Farm of 
Kinki Univ. in Yuasa, Wakayama Prefecture. 

 It is the purposes of this experiment to obtain the data to be useful for establishing fertilizer 
application method in practical cultivation of the five rice varieties in this region, and to clarify 
the varietal differences in the effects of deeper topdressing on these rice varieties. 

  The following results were become evident after this experiment. 
1. In case of practical cultivation of extremely early maturing variety; Koshihikari, in spite of 

  fertilizing methods it is necessary to advance the planting time for a stable yield increase. 
2. Varietal differences of effects of deeper topdressing on the change of LAI were not recog-

  nized in this experiment. 
3. The effects of deeper, topdressing on the yield were showed in the weight of a head which 

  increased in all varieties used in this experiment, and therefore the results suggest that deeper 
  topdressing generally becomes a very useful method to recommended rice variety in warm 
  temperate zone of Japan.
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1は じ め に

近畿大学陥属湯浅農場は,紀 胆辛島の中ほどに位

置 した気候温暖な和歌山県湯浅町に所在している.

水田の一部は排水不良の半湿田であるので,そ れら

の水田では倒伏が起こりやすく,モ チ品種や長桿徳

重型晶種の栽培は不利であり,ま た,耐 肥性の高い

晶蓮を栽培 しても多量施肥による増収は困難である.
一方 ,水 稲の施肥体系は,栄 擾体の初期生長促進

をねらった些肥重点型から,生 育調整が簡単で,か

っ,生 殖体の生育増進をねらった追肥重点型へと徐

々に変化する趨勢にある.深 層追肥法Dは 醍者の一

つであって,施 肥量が「般的に多いにもかかわらず,

倒伏に強い桿を作り,と くに,生 育瑛期の下葉の緑

葉期間の延長などの効果にようて収量増加をもたら

すことで注目され,す でに奥村ら2)によって,当 農

Table 1.

場におけるニッポンパレに対すろ増収効果の一部は

報告されている.

本報告は,暖 地におけるモチ品種および良質品厘

の安定多収の可能性を栽培的に調査する基礎的資料

を得ることを目的にすると同時に,実 際栽培に則し

た実験によって,そ れらの品種の生産力向上に及ぼ

す深層追肥効果の品種間差を,主 に玄米収量を通し

て比較 した結果を取 りまとめたものである.

匿 実験材料お よび方法

実験は,19?9年 に当農場3号 圃場で実施した.

供試晶種および和歌山地方におけるその特性はTh-

hb1に 示す とおりで,当 農場産のニッポンパレ以

外の4品 種の種子は,和 歌山県農業試験場から分誼

されたものであって,す べて和歌山県の奨励品種で

ある.

 Name and characteristics  of rice varieties used in the experiment. 
(from the Data of Wakayama Agri. Exp. Sta.)

Sign

A

B

C

D

E

Varieties

Koshihikari

Nihonmasari

Nipponbare

Tachikaze

Kotobuki-
 mochi

Culm length

Characteristics

Long

Moderate

Short

Moderate

Long

Plant type*

Partial W.

Partial N.

Partial N.

Intermediates W.

Eariness

Ex. early

Early

Medium

Late

Late

Lodging resistance

Ex. low

High

High

High

Low

* W .: Panicle weight type

試験面積は1区18m'で 一連 制とし,全 区とも5月 上旬

播 きの5～6藥 期畑苗を6月14日 に,栽 植密度 を条間3翫 山

其株間1孔mに 統一し,1株 当た り9本 ずつ手植移植 した.

施肥法 は 、表 層追肥区(S駆)と 深層追 肥 区(D

 N.: Particle number type

区)の 言区とした.そ れらの基肥,追 肥の施用時期

ならびに本実験における各区の出穂日は丁曲2に,

また、施肥量は丁曲3に それぞれ示した.基 ・追

肥 とも硫安,過 石,塩 加の単肥を用いた.な お,本

Table 2.  Times of fertilization and heading date in the experiment.

Sing of variety

A 

B 

C 

D 

E

Time of basal 
dressing

June 12 

June 12 

June 12 

June 12 

June 12

Time of topdressing

Deeper

July 8 

July 12 

July 17 

July 24 

July 24

Surface

July 17 

July 24 

July 27 

Aug. 1 

Aug. 1

Heading date

Aug. 7 

Aug. 13 

Aug. 17 

Aug. 23 

Aug. 19



Table  3. Amount of fertilizer applied (kg/10a).

Fertilization Basaldressing

Elements N P K

Plots

D 

S

3 

3

9 6 

9 6

Topdressing

N P K

6 — 

6 —

3 

3

Total

N P K

9 

9

9 

9

9 

9

実験における8区 は,追 肥位置による効果差を明確

に出すための実験的な対照区として設定したもので,

一般に行なわれている多量基肥一表層追肥施肥法3)

とは異なっている.基 肥は本田代掻き慶,3要 素と

も表層施用した,追 肥は,8区 では硫安と塩加を表

層に施用し,D区 では,硫 安は所定量を水溶性の紙

片に包み,深 さ12cmの 位置に手で挿入 し,塩 加は

同時に表層に施用した.

生育状況については,1区 に付 き10株 の調査株

を定めて,草 丈と茎数の推移を測定 した.収 穫物諸

形質量は,そ れぞれの収穫時に,生 育調査株を採取

し,そ れぞれの形質を定法によって調査した.玄 米

収量は株刈 り法によって調査した.ま た,各 品種ご

とに,そ れぞれの出穂 日と出穂前および饅20日 の

3回,緑 葉面積を調査し,LAI(葉 面積指数)の

推移を記録した.

匿 結果および考察

生育調査の うち,草 丈の伸長推移 に付いては,深

層追肥以 後において も各品種 ともほ とん ど追肥位置

による差異は認め られなかったので,結 果は省略 し

た.

つ ぎに,移 植か ら8月6日 までの1株 茎数の推移

をFig.1-A(コ シ ヒカ リ),B(ニ ホ ンマサ リ),

C(ニ ッポンバレ),D(タ チ カゼ),お よ びE

(コ トブキモチ)に 示す.図 中の矢印D,Sは それ

ぞれの深層および表層追肥 日を示す.

茎数 に付 いては,草 丈の場合 と違 い追肥位置 によ

る差異がよ く認め られたが,そ の茎数増加 に及 ぼす

効果発現の様相 は品種 によって差異 があった.す な

わち,コ シヒカ リ,ニ ホンマサ リおよびニ ッポンバ

レの3品 種 においては、追肥位置にかかわ らず、そ

れぞれの追肥 日直 後よ り茎数増加が認め られたが,

タチカゼにおいては,そ の効果はD区 のみで認めら

れ,コ トブキモチは両追肥区とも茎数増加の効果を

あらわさなかった.な お,タ チカゼ以外の4品 種は,

生育調査の最終日の8月6日 においては,S区 のほ

うがD区 よりも1株 茎数が多 くなった.な お,す べ

ての追肥 日はそれぞれの品種の出穂予想 日を基準と

して定められたが,本 実験での各試験区の実際の出

穂日はTab1β2に 示 したとおりであって,そ の結果,

タチカゼの表層追肥およびコ トブキモチの両追肥が

それぞれの最高分げつ期以慶に行なわれたことが注

目される.

以上のように,栄 養体の生育に及ぼす追肥の効果

は,品 種や追肥位置にかかわらず1株 茎数の増減に

著しく発現 し,草 丈の伸長にはほとんど生じなかっ

たが,こ れは一般的に認められている傾向と一致し

た。なお,1株 茎数に及ぼす追肥位置の効果が,追

肥時期とその時期の分げっ増加状態との関連によっ

て異 った反応を示したことは,両 追肥とも出穂日を

基準にして施用時期を決める場合,暦 日のみによる

ことなく,栽 培地域における栽培品種の生育特性と

実際の生育状態とを考慮 して決定する,い わゆる生

育調整の必要性が示唆されていて興味深い,

出穂日を中心とした前陵20日 のLAIの 推移を

Fig.2に 示 した.

本実験における出穂日はそれぞれの品種の約50%

出穂をみた日としている.ま た,本 実験の栽植密度

は品種をとわず,1㎡ 当たり19.6株 であるので,

LAIの1は 生葉面積510面 に相当する.

全般に,追 肥位置の違いにかかわらず,LAIの

推移は全品種とも出穂日に最大となり,そ の饅は減

少するパターンを示 した.出 穂前20日 から出穂日

までの増加程度をみると,全 品種ともS区 で大とな

り,と くにニホンマサ リ,タ チカゼおよびコトブキ
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Fig. 1 Change of the stems per a hill. 

Arrow D; time of topdressing 
        in deeper layer 

Arrow S; time of topdressing 
        in surface layer 

A: Koshihikari B: Nihonmasari 
C: Nipponbare D: Tachikaze 
E: Kotobukimochi
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Change of Leaf Area Index (LAI)

モチでその傾向が著 しかった.そ の結果,最 大LA

Iで はS区 がD区 よりも全品種で大きくなり,と く

にコ トブキモチでは両追肥区の差が約3程 度 となっ

た.出 穂以降の減少程度では,全 品種でS区 がD区

よりも大きく,そ の結果,出 穂慶20日 では,D区

がS区 よりも大きくな り,出 穂 日とはその傾向が逆

転した.

以上のことから,出 穂期頃には栽培品種をとわず,

本実験では深層追肥区にくらべて表層追肥区の緑葉

面積は多 くなるが,穂 の充実に関係する登熟期にお

いては,深 層追肥区でその面積は多くなることが明

らかとなったが,こ の現象は,奥 村 ら4)がすでに報

じた下葉の枯れ上 り程度の差と強 く関係しているも

のと考えられる.す なわち,深 層追肥を行なうと,

栽培品種にかかわ りなく,一 般的に登熟期の光合成

量が表層追肥よりも多 くなり,生 育は秋優 り型とな

り,か つ,桿 基部の強化も進められることが再確認

された.

つぎに,収 穫物の二,三 の形質量をTa凪e4に 示

した.

まず,桿 長は,コ トブキモチを除く他の4品 種で

は,D区 が僅かにS区 よ りも長 くなったが,こ の現

象も奥村 ら4)が前報において報 じたものと同じとな

った,す なわち,全 般的に深層追肥の桿長の伸長に

及ぼす効果は表層追肥のそれにくらべて大きく,こ

れが深層追肥の増収効果に及ぼす影響には品種間差

はほとんどないものと考えられる.な お,本 実験に

おけるコシヒカリの桿長は,寒 地の普通栽培のもの

にくらべて約10cm程 度 も短 くなったが,他 の4品

種ではほぼTable1に 示した特性 どお りの桿長 とな

った.す なわち,本 実験のコシヒカリの移植 日が,

Sept. 6 Aug. 3 23 Sept. 12 Jul. 31 Aug. 19 Sept. 8 

Symbols are the same as those in Fig.l.

普通の早生品種 の移植 日よ りかな り遅 く,か つ,感

温 性の高い品種が当地のよ うな暖地で栽培 され る場

合には,栄 養生長期間が極 めて短 くなるために,桿

長が短 くな るもの と考 えられ るが,こ の現象 も茎数

増加の場合 と同 じよ うに,追 肥が増収効果 を発現 さ

せる際には重要な要因 として働いた ことが考 えられ

て興味深 い.

1穂 重は,い ずれの品種において もD区 が重 くな

ったが,こ れは1穂 着粒数 と1,000粒 重(Table5)

の両 要素がD区 で大 きくな うた結果 によるものである.

有効茎歩合 は,タ チカゼ以外の品種ノ し,D区 が

高 くな り,と くにニホンマサ リでは両区の差が極 め

て大 きくなった.一 方,極 早生の コシヒカ リと晩生

のコ トブキモチではその区間差は僅かであった.こ

れ らの ことか ら,追 肥位置のちがいが有効茎歩合 に

及ぼす効果は品種間 に一定の傾向は持 たない もの と

考 えられるが,全 般的にみて,深 層追肥は有効茎確

保 にとって有利に働 くもの と考 えて よいであろ う.

モ ミワラ比 は,コ シヒカ リを除いてD区 で高 くな

ったが,こ れは品種にかかわ りな く,深 層追肥効果

が生殖体形質の充実 に強 く発現 した ことを示 してい

て,数 多 くの深層追肥実験の結果5)と き致す る現象

であ る.

っ ぎに,玄 米収量 および収量構成要素 をTable5

に示 した,

玄米収量は,コ シヒカ リを除 く他の4品 種ではD

区が多収 を示 したが,と くに,コ トブキモチでは区

間差が大 きく,そ の差が約80㎏ となった.一 方,

コシ ヒカ リでは,S区 が多収 とな ったが,両 区 とも

400㎏/10ア ール にも達 しなか った.す なわち,

本実験 におけるコシヒカ リの移植 日が普通の栽培 に



Table 4. Some characters of harvested plant.

Var. Plot

Items

A

B

C

D

E

D 

S

D 

S

D 

S

D 

S

D 

S

 Cu1m length Head weight
% of fruitful 

culms
Grain-Straw 

  ratio

72.6 cm 

70.0

1.93 g 

1.84

89.1% 

87.6

1.32 

1.54

70.3 

68.6

2.37 

2.05

' 97 .3 

72.6

1.42 

1.32

70.8 

69.5

2.25 

1.90

92.6 

81.8

1.43 

1.32

68.8 

67.8

2.14 

1.86

74.9 

92.1

1.30 

1.12

80.3 

81.5

2.46 

2.14

70.0 

67.1

1.29 

1.29

くらべて極めておそく,そ のために両区 とも生育期

間が短 くなり,玄 米の低収もその異例的に短い栽培

期間を反映したものと解釈 され,本 実験の玄米収量

の差異が追肥方法の差異を直接的には表現するもの

とは考えられない.し たがって,安 定多収を目的と

して,コ シヒカリを暖地に導入する場合の施肥法は,

その栽培年における実際の播種日を充分に考慮 して

決定されるべきものと考えられ,そ の施肥体系の確

立は,今 僕の緊急課題となるであろう.

コシヒカリ以外の品種は,い ずれもD区 が多収と

なった.ま た,収 量構成要素の うち,1穂 籾数 と玄

米1,000粒 重もD区 が大きくなった.
一般に,深 層追肥 された水稲の穂は,大 型になる

ことが特徴 とされている.1)し たがって,本 実験に

おける深層追肥区の増収 も穂の形質の大型化によっ

て もたらされたものであって,そ の増収効果の発現

程度には僅かに品種間差があることが示されている

が,本 質的な区間差はない もの と考 え られ,深 層追

肥 は栽培品種 にかかわ りな く穂を大型 に し,か つ,

そ の穂の充実を も良好 にして増収する もの といえる

であろう.

つ ぎに,収 量構成 要素の うち,1株 穂数 は,コ シ

ヒカ リ,ニ ホンマサ リおよびニ ッポンバ レの3品 種

ではS区 が,タ チカゼ とコ トブキモチの両品種 では

D区 がそれぞれ多 くな った.一 般に,深 層追肥を行

な うと有効茎歩合 は高 くなるが,1株 穂数 は表層追

肥 の場合 とほとんど変 らないのが普通で ある.し か

るに,本 実験におい ては品種間におけるその傾向は

一定でなか ったが ,そ の原因について考 えてみると,

コシ ヒカ リ,ニ ホンマサ リおよびニッポンバ レの3

品種 では,お のおのの深層追肥 は,最 高分 げつ期 よ

りもかな り以前に施用 され,表 層追肥の時期 も分げ

っ盛期 であったが,他 方,タ チカゼ においては,深

層追肥 が最高分 げつ期頃で,表 層追肥 は最高分 げつ

Table 5. Hulled rice yields and yield components.

     Items 

 Plots 
 Variety

A

13

C

D

E

D 

S

D 

S

D 

S

D 

S

D 

S

Hulled rice 
yields (kg/ 10a)

Number of heads 
  per a hill

Number of grains 
 per a head

% of ripened 
 grains

1000-kernel 
weight (g)

362.6 

396.9

14.9 

16.5

110.i 

109.3

46.1 

48.8

19.7 

19.6

541.5 

507.2

14.9 

16.5

98.9 

89.3

66.5 

66.8

22.1 

21.8

524.5 

519.4

16.2 

17.0

97.9 

90.1

76.9 

74.1

21.8 

21.6

553.7 

512.1

15.9 

15.7

96.0 

91.8

66.9 

63.5

22.9 

22.9

499.8 

416.5

14.1 

13.4

94.6 

98.8

55.4 

55.1

23.4 
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期をかなりすぎてからそれぞれ施用されており,コ

トブキモチにおいては,深 層追肥でも最高分げつ期

をかな り過ぎてから施肥 されたことがFig.1よ り

明らかであって,こ れ らのそれぞれの追肥の有効茎

確保に及ぼす効果の発現程度は,追 肥時期の1株 分

げっ数が強く関係しているものと考えられる.

登熟歩合においては,品 種間および追肥位置の違

いによる効果発現の差異は僅かな ものと考えられる

が,早 生品種のコシヒカリと晩生のコ トブキモチを

当地に導入しようとする場合は,施 肥法およびその

他の栽培技術の改良によって登熟歩合を上昇 させる

ことが収量増加にとって第一義的に重要な要因とな

るものと確信できる.
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和歌山県湯浅町に所在する近畿大学湯浅農場の水

田を使用して,暖 地における良質の水稲品種 とモチ

品種の安定的増収栽培のための基礎資料を得ること

と,そ れらの品種に対する深層追肥の効果発現の品

種間差を実際圃場を用いた実験によって比較した も

のをとりまとめたもので,結 果の大要はつぎのとお

りである,

①,供 試した品種は,コ シヒカリ,ニ ホンマサ リ,

ニッポンバレ,タ チカゼ,コ トブキモチの5品 種で

ある.そ のうちでとくに,極 早生品種のコシヒカリ

を暖地で安定的多収を目指 して栽培する場合,追 肥

方法の如何によらず,移 植日は極めて早 くする必要

があって,と くに,深 層追肥の増収効果を的確に導

びき出すには,そ の移植 日を早めると同時に,深 層

追肥時期の決定において,茎 数の増加の様相や栽培

地での実際の出穂期などの生態的特性を充分に配慮

する必要性がある.

(2),深層追肥が栄養体形質の生育のうち,LAI

の推移に及ぼす効果には,品 種間差はほとんど存在

しなかったが,そ の効果は全品種で生育後期から登

熟期にかけてのLAIの 維持に顕著にあらわれた.

(3),コ シヒカリ以外の4品 種では,深 層追肥の収

量に及ぼす効果が1穂 重の増大などの穂の大型化と

して発現して増収したが,そ の効果発現の程度には,

品種間差は本質的に存在しなかった.そ の結果,暖

地でのモチ品種や良質糎米品種栽培における深層追

肥の適合性はかなり高いものと推察した.


